
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ浜北 支部連合会～ 

《慨況》 

 

〇安心・安全ネットワークの構築活動 

日 時：令和 5年 4月～令和 6年 2月 

会 場：浜北地区内 

参加者：会員及び地域高齢者 

内 容：地域の絆を深めるため、連合会活動を広報することで、住民との会話を増やし安心・安

全なまちづくりに取り組む。 

    ・健康活動・教養活動 

    ・奉仕活動 

    ・地域社会との交流活動 

    ・文化伝承活動 

    ・相談活動 など 

 

《成果》 

 

〇安心・安全ネットワークの構築活動 

 ・地域高齢者が健康を維持し元気に生活するために自治会と協力し体力机意を実践した。 

  ウオーキング・ラジオ体操・運動会・グラウンドゴルフなど 

 ・地域ボランティアと協力し公園、神社等の除草・清掃活動などの環境美化活動の実施。 

 ・高齢者が生きがいを実感するための趣味の創作活動と発表の場の創出 

  文化作品展の開催により生きがいづくりと創作意欲をかき立てた。 

  趣味部を充実し体験の機会を設け未加入会員の獲得に努めた。 

 ・広報活動、体験コーナーの設置により新規趣味部を創設した 

  写真部の新設、おりがみ部の新設準備中、ぬり絵ぶの新設準備中、コーラス部の新設準備中 

  （問題点）趣味部の活動に参加したいが、会員として入会したくない 

       入会しても役をやりたくない 

 ・自治会をはじめ、子ども会、育成会、福祉会など地域で活動する団体と連携し情報の共有化など

安心・安全ネットワークの構築に取り組んだ。 

  子ども会との交流（グラウンドゴルフ、しめ縄づくり、竹馬づくりの実施） 

  育成会との交流（元旦ウオーキング、運動会の実施） 

シニアクラブ浜松市 

○総人口  790,580 人  ○65 歳以上人口 225,153 人   ○高齢化率 28.5％ 

○シニアクラブ会員数  17,846 人        ○シニアクラブ加入率  7.9％ 

 



  自治会との協力（防災訓練、祭典への参加） 

  福祉かいとの交流（食事会、一人暮らし高齢者慰問・安否確認の実施） 

 

《今後の方針》 

 

〇安心・安全ネットワークの構築活動 

  近年、高齢者の孤立が大きな社会問題となっています。一人暮らしや高齢者世帯の増加、地域と

のつながりの希薄化が進んでいます。要因としては、深い近隣関係を望まない方が増えているとも

いわれています。多くの方は日常的には深い付き合いを望まないものの、困った時には助け合いた

いとの希望を持っており、いざというときは近隣関係を頼りにしています。 

 高齢者は日常生活の中で多様な生活支援や見守り支援を必要としますが、同時に高齢者自身による

健康づくりや仲間づくりも必要です。 

 ・生きがいと健康づくり：生活を豊かにするクラブ活動の推進 

  ふれあい久留生センターと共催し様々な活動を体験する。 

  （そば打ち体験、男の料理、シニア食堂、喫茶） 

 ・趣味活動の充実（現在ある趣味部以外の趣味部の新設） 

  （フラワーアレンジメント、茶道、華道、短歌、俳句、盆栽、演芸など） 

 定期的な部活動推進勉強会の開催 

 ・月 1 回定例会の開催。仮称「学習部」とし多くの趣味活動に対応。 

 健康を主とした活動の推進 

 ・健康維持の実践 

 （ロコモ体操、健康体操、グラウンドゴルフ、ウオーキング、輪投げなど） 

・楽しみを主とした活動の推進 

 （歌声喫茶、カラオケ、将棋、囲碁、マージャンなど） 

「地域の絆」推進運動 

・高齢者相互の支え合い活動や次世代との交流、自治会を中心とした地域団体との交流活動 

教養活動 

・健康学習、交通事故防止講座、認知症予防講座、医療・介護保険学習など 

地域見守り活動 

・自治会主催の地域防災訓練への参加と緊急時の連絡体制の周知。日常における声掛け・見守り運

動を通じての安否確認と情報の共有化 

 

 

 

 

 

 

 



【活動の様子】活動広報によりクラブ活動への参加を促す。 

  

 

趣味部への体験コーナーを設けての勧誘 

       



         

 

 

   



新しい趣味部の開設に向けて加入促進 

    

 

 



趣味部の皆さんでも全体交流ができます。 

 


